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全国初、外国人機能別消防団員 

の可能性 ～支えられる側から支える側へ～ 
 

災害時要援護者である外国人の急増と消防団員確保という課題に対し、草津市は災害弱

者になりがちな外国人を機能別消防団員に任命してきました。彼らは語学能力を生かして「助

けを求める側」から「助ける側」として防災減災対策と多文化共生の側面で活躍されています。 

ゲ ス ト 草津市国際交流協会副会長 

全国多文化共生マネージャー  

                中西
なかにし

 まり子
こ 

 さん 
※ 姉妹都市交流が盛んであった頃にポンティアック市からの交換留学生のホストファミリーをしたの 

がボランティア活動の始まりでした。その後、地域にお住まいの外国人への日本語指導のお手伝い、 

地域での活躍の場を創出するサポートを行っています。 

 

ファシリテーター 草津市国際交流協会 多文化共生部会部会長  

鶴田
つ る た

 真理子
ま り こ

 さん 
※ 中西さんとの運命の出会い!?から、中西さんの後を追いかけるべく国際交流のボランティアを 

続けており、現在は草津市国際交流協会多文化共生部会の部会長を務めています。色んな考 

え方や文化を理解しようとする「多文化共生」は、防災の分野でも必要なことです。 

 

日   時  令和６年７月２６日(金) 18:30～20:00 

参加方法  会場（滋賀県危機管理センター 1階エントランスホール）またはWeb

会議用 Zoomでご参加ください。 

参加希望者は、下記アドレスまで参加方法を明記の上、メールをお送りください。

Zoom参加の場合は、ID、パスコード等をご返信いたします。 

E-mail：bousai-cafe@pref.shiga.lg.jp 

中止する場合は当日 14時までにＨＰ（滋賀県防災カフェで検索）でお知らせします。 

 

 
（問合先）滋賀県知事公室 防災危機管理局 

〒520-8577 滋賀県大津市京町四丁目１－１電話 077-528-3438 

mailto:bousai-cafe@pref.shiga.lg.jp

